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 要 旨   

背景  

アルコール関連刺激に対する脳反応の変化は、アルコール使用障害（AUD）の神経的特徴であ

り、薬物療法の有望な標的である。しかし、手がかり反応に基づく機能的 MRI（fMRI）研究では、

結論は得られていない。 

方法  

AUD 患者における手がかり反応の神経基盤と治療成績、アルコールへの渇望、再発との関連性

を検討するため、署名付きの異なるマッピングソフトを用いて 5つのメタ解析を行った。 

結果  

その結果、AUD 患者では、アルコールの手がかりは、中脳皮質辺縁系回路において、中立的な

手がかりよりも大きな手がかり反応を誘発し、頭頂および側頭領域では反応が低いことが明らか

になった。対照群と比較して、AUD患者は内側前頭前皮質と帯状皮質の前部/中部で過活動を示し

た。AUD治療後、AUD 患者は前頭前野で高い活性を示したが、両側の尾状核、島皮質、右 DLPFC、

左上前頭回では活性が低下した。アルコールへの渇望と再発については、手がかり反応の相関に

おいて、有意な結果は認められなかった。 

結論  

この結果は、皮質線条体-辺縁系回路における手がかりによる異常が AUD の病態生理に深く関

与している可能性を示唆するものであり、治療法の開発につながるものである。 

 


